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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校

（Ｈ30．5．17発行）文責 校長 福田雅也

地 域 の 教 育 力
ち い き き よ う い く り よ く

昨日の放課後、来校された地域の方が職員に次のような話をされたそうです。
き の う ほう か ご らい こう ち いき かた しよくいん つぎ はなし

「学校の近くの道路でスケートボードをしている子どもたちがいて危ないです。学校でも注意をお願
がつ こう ちか どう ろ こ あぶ がつ こう ちゆう い ねが

いします。」

すぐに、近くを確認したところ、数名の児童がスケートボードで遊んでいて、道路でも乗っていたこと
ちか かく にん すう めい じ どう あそ どう ろ の

が確認できたので、担当がその場でしっかりと指導を行いました。
かく にん たん とう ば し どう おこな

「地域の教育力」という言葉があります。今回の場合、来校して学校に知らせていただいた方は、
ち いき きよう いく りよく こと ば こん かい ば あい らい こう がつ こう し かた

きっとその場でも子どもたちを指導していただいていると思います。これは正に地域の教育力なので
ば こ し どう おも まさ ち いき きよう いくりよく

しょう。学校、保護者、そして地域の方々が同じような気持ちで子どもたちを育てていくことができれ
がつ こう ほ ご しや ち いき かた がた おな き も こ そだ

ば、きっと大きな効果があるだろうと考えるのです。
おお こう か かんが

昨日のことがあって、以前、ある温泉地で経験したことを思い出しました。
き の う い ぜん おん せん ち けい けん おも だ

その日は休日で、夕方からちょっと足を延ばして、県北にある源泉掛け流しの温泉地へ行きまし
ひ きゆう じつ ゆう がた あし の けん ほく げん せん か なが おん せん ち い

た。福岡県から訪れる人が多く、泉質もやわらかくてけっこう人気がある温泉地です。そこで、とても
ふく おか けん おとず ひと おお せん しつ にん き おん せん ち

微笑ましく、そして、興味深い場面に出会ったのです。
ほほ え きよう み ぶか ば めん で あ

この時は、観光客向けのおしゃれな浴場ではなく、昔からあり、地元の人も入っておられるような
とき かん こう きやく む よく じよう むかし じ もと ひと はい

浴場を選びました。そろそろあがろうかと考えながら、湯船につかっていたところ、幼い姉妹が二人で
よくじよう えら かんが ゆ ぶね おさな し まい ふた り

入ってきました。まだ、お父さんは脱衣所におられるようでしたが、二人で先に入ってきたのです。た
はい とう だつ い しよ ふた り さき はい

ぶん、お姉ちゃんの方が３～４才くらいで、 妹 さんの方は２才になったくらいのように感じました。する
ねえ ほう さい いもうと ほう さい かん

と、お姉ちゃんの方が、見ず知らずの私に、かわいい声で「こんばんは」と挨拶をしてくれたのです。
ねえ ほう み し わたし こえ あい さつ

あわてて私も「こんばんは」と挨拶を返したところ、 妹 さんの方も、またかわいい声で「こんばんは」と
わたし あい さつ かえ いもうと ほう こえ

挨拶をしてくれました。挨拶を返しながら、私はとても微笑ましく温かな気持ちになりました。すると、
あい さつ あい さつ かえ わたし ほほ え あたた き も

その後入ってこられたお父さんも、見ず知らずの私に「こんばんは」と挨拶をされたのです。ちょっとし
ご はい とう み し わたし あい さつ

た温かい触れ合いに、この温泉に入りにきてよかったなと感じながらお湯からあがりました。
あたた ふ あ おん せん い かん ゆ

一足先にあがってロビーで待っていた妻にその話をしたところ、興味深い話を返してくれました。そ
ひと あし さき ま つま はなし きよう み ぶか はなし かえ

れは、その二人の姉妹が受付にいた年配の女性と交わしたやりとりです。
ふた り し まい うけ つけ ねん ぱい じよ せい か

ご両親と一緒に来たその姉妹が、受付の前を通ろうとしたところ、「あら、〇〇ちゃん(お姉ちゃんの
りようしん いつ しよ き し まい うけ つけ まえ とお ねえ

名前）、ご挨拶は？」とその女性が話しかけられたそうです。すると、お姉ちゃんの方が「こんばんは」
な まえ あい さつ じよ せい はな ねえ ほう

と挨拶をし、その後「〇〇ちゃん（ 妹 の名前）はまだ、小さいから挨拶ができないの」と答えていたそう
あい さつ ご いもうと な まえ ちい あい さつ こた

です。しかし、 妹 さんの方もしっかりと「こんばんは」と挨拶を返したそうです。
いもうと ほう あい さつ かえ

先程の湯船での場面とこの話が、私の中でしっかりとつながりました。
さき ほど ゆ ぶね ば めん はなし わたし なか

それに加えて、思い返してみたところ、もっと興味深いことに気づきました。私が温泉に入っている
くわ おも かえ きよう み ぶか き わたし おん せん はい

間に、その親子以外に３人程の人が入ってこられましたが、そのうち、２人の方が、私に挨拶をしてく
あいだ おや こ い がい にん ほど ひと はい ふ た り ほう わたし あい さつ

ださったのです。たまたま行った温泉地で挨拶をされることはあまりないので記憶に残っていたので
い おん せん ち あい さつ き おく のこ

す。その方々同士が、湯船の中で親しげに世間話をされていたことを考えると、きっと地元の方なの
かた がた どう し ゆ ぶね なか した せ けんばなし かんが じ もと かた

だと思います。先程の親子も、受付の女性が名前をご存知だったので、やはり地元の方であることは
おも さき ほど おや こ うけ つけ じよ せい な まえ ぞん じ じ もと かた

間違いありません。
ま ちが

「地域の教育力」を実感することができた場面でした。この日の、これらの場面は、まさにこの温泉
ち いき きよういくりよく じつ かん ば めん ひ ば めん おん せん

地の方々がもっておられる「地域の教育力」なのだと思います。もちろん、挨拶だけが教育ではあり
ち かた がた ち いき きよう いく りよく おも あい さつ きよう いく

ませんが、この地には「地域の方々が集う場所」があり、地域の方々が、地域の宝である子どもたち
ち ち いき かた がた つど ば しよ ち いき かた がた ち いき たから こ

をしっかりと教育されているのです。今回の場合、その教育が直接の言葉だけではなく、「大人の後
きよういく こん かい ば あい きよういく ちよく せつ こと ば お と な うしろ

姿」で行われているのだろうということも感じられました。この地で育つ子どもたちは、本当に幸せだ
すがた おこな かん ち そだ こ ほん とう しあわ

なあと感じた場面でした。
かん ば めん

私たちの甲佐地区も、今まで以上に「地域の教育力」を発揮していきたいものです。
わたし こう さ ち く いま い じよう ち いき きよういくりよく はつ き


